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（98, 134, 139, 166, 192～193 ページ），論理的にある
種のオートマティズム（図 1 の黒矢印）を招来して
しまっている。それは極論すれば，そもそも諸条件
さえ許せば民族は自然な発露として民族的要素を表
出するものであり，現実にはそれはさまざまな制約
により変成・調整されることもあるが，民主化の進
展に伴ってそうした制約も弱まるだろう，また民主
化の結果実現される表象の多声性によって民族内部
の多様性もまた確保されるだろう，という見立てで
ある（その裏返しとして，第 7 章では民主化という
ものを基本的に楽観的に捉えている）。著者が，「華
人のインフォーマントの皆さんは（中略），華人が
真にインドネシア社会に受容されるようにという思
いを強く持っている」（9 ページ）と愛情を込めて
述べるとき，著者は彼女が対象とした「物言うイン
フォーマント」たちを個々の表象当事者である以前
に「華人化」していると同時に，彼らを「物言わぬ
華人大衆」の半ばストレートな代弁者として位置づ
けてもいるように思えてならない（実際のところ著
者は，自身が実体とみなす領域については 3bを除
けばごく簡単に言及するのみで，ほとんどブラック
ボックス化している）。
先に触れたように著者は，評者がかつて分析に導
入した視角，すなわち「アシン（asing）／アスリ
（asli）」という相対立する概念枠組み［津田 2011, 
228-236］を肯定的に引用する形で議論を進めよう
としている。しかし評者はこの枠組みを，日常の対
面関係を認識上の仮設的基点（図 2 の下部）とした
うえで（その根拠は，実体として定義されるような
華人には求められていない点に注意されたい），そ
の場から「華人性」として析出される現象（図 2 の
上下の接点）を文脈に即して捉えようと試みる際に
用いた（図 2 の白矢印＝分析視角）。そして，自ら
の日常の領域にあったものが，特定の目的のために
特権的に切り出され価値づけられたうえで，自らに
再び降りかかってくる（図 2 の黒矢印）瞬間に生じ
る違和（図中の上下の乖離，ないし上の言説が下の
領野を定義づけようとする際に生じる齟齬）こそ
が，「アシン」の感覚を引き起こしていると分析し
た。その記述が成功しているかどうかは措くとし
て，今この観点から本書の各章の内容を再整理する
ならば，図 2 のようになるであろう。
この図においては，国内の華人全体の認知を求め
つつ種々の活動を繰り広げている本書のインフォー
マントたちの営みはすべて，あくまでも特定の目的
のもとで表象を行っているとみられることになり
（たとえば第 2 章で示されたような歴史記述もま
	 書 評
130
た，特定の観点からの表象ということになる），し
たがってそれら表象を，人々の生活領域と照らして
どれほど真実味があるかどうか（実体にどれだけ基
づいているか否か）でもって判断しようとすること
は，的外れであることに気づくだろう。むしろそこ
では，表象当事者がどのような目的のもと何を動
員・構成しようとし，またどこに向けて提示しよう
としているかこそが問われることになる（図 2 の黒
矢印）。他ならぬこの問いを解明することが本書の
目的であると著者は冒頭で宣言しているのだが（7
ページ），だとすればなおさら，華人を所与の実体
的集団＝表象母体として措定する議論構成は，表象
それ自体のダイナミズムを捉え損ね，また分析上の
布置関係を錯綜化させてしまうばかりか，何よりも
著者の意図に大いに反して華人社会内部の声を単色
化することにも繋がっているように思われるのであ
る。
以上，本稿では著者と評者の方法論・認識論的立
場を際立たせるために上記のような対比を導入して
論じたが，本書がこうした対比では決して整理・還
元し尽くされぬ多くの実証的知見を含みもっている
ことは言うまでもない。本稿のささやかな論点整理
はあくまでも，インドネシア華人をめぐる研究が一
層進展することを期しつつ，その豊かな記述の中に
試みに入れた議論喚起のためのひと筋の切り口にす
ぎない。
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